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高齢化率ピーク時人口比

北海道人口 全国人口 北海道高齢化率 全国高齢化率

2015年

北海道：538万人（319万人）、29％

全国：12,709万人、27％

2045年

北海道：400万人（193万人）、43％

全国：10,286万人、38％

北海道の総人口ピーク

569.9万人（1997年）

全国の総人口ピーク

12,808.4万人（2008年）

◆社会資本の老朽化

◆人口減少・高齢化の状況

〇人口減少・高齢化の影響によって我が国への貢
献度の高い本道が担う「生産空間※」の維持が
困難となるおそれ。

※生産空間：ここでは、主として農業・漁業にかかる生産の場（特に市街地ではない領域）を指す。

生産空間は、生産のみならず、観光その他の多面的・公益的機能を提供している。

2045年には約半数の市町村で人口3千人を下回る

●道内人口の将来推計 ●市町村別人口減少率

- 5 -

○地域の安全・安心を担う建設産業に携わる技術者及
び技能労働者の確保・育成が困難となるおそれ。

○人口の減少や高齢化の進行に伴い、適切に管理され
ない空き家が増加するおそれ。

○見守りや介護を必要とする高齢者が住み慣れた地域
で安心して暮らせなくなるおそれ。

全国を上回るスピードで進む人口減少

●道管理施設の他県との比較

【出典：北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（令和5年3月）】

●道道橋の年別整備量と保有量の推移

20年後には建設後50年
を超える施設数が３倍に！

【樋門の老朽化】
【出典：北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（令和5年3月）】

【出典：総務省「国勢調査」「人口推計」】

広大な面積を有する北海道は他府県と比べ
て管理する公共施設が非常に多い

【出典：北海道総合計画（令和3年10月）】

【橋梁の老朽化】

北海道は全国を上回るスピードで人口減少が進んでおり、近い将来、超高齢化の人口

構造とも相まって、経済、暮らし、行政などの幅広い分野において深刻な事態になるこ

とが危惧されます。

高度経済成長期に整備された大量の社会資本の老朽化が進んでおり、維持管理・更新

に要する費用の増大が懸念されます。

現時点

10年後

20年後

２倍

３倍

建設後５０年

を超える施設数

橋梁の架替状況

増毛稲田線 妹背牛橋（妹背牛町、深川市） 美唄川（美唄市）

橋脚部の河床洗掘 ゲートの腐食

写真の更新をお願いします。
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※パリ協定（気候変動に関する国際的枠組み）
における将来の気温上昇２℃以下に抑える
という目標を前提とした場合の算定結果

▼今世紀末時点での降雨量の変化倍率

▼太平洋沿岸で「最大クラスの津波」が発生した場合に
想定される最大津波高

気候変動により激甚化する水害や、切迫する巨大地震等の自然災害
に備え、国土強靱化を推進するため、５か年加速化対策予算・財源の
確保や、流域治水の推進、高規格道路のミッシングリンク解消、暫定
２車線区間の４車線化など、さらなる強靱化への支援の充実が必要。

▼月寒川（札幌市）

短時間

　北海道北部、北海道南部 1.15 1.4 1.5

　九州北西部 1.1 1.4 1.5

　その他（沖縄含む）地域 1.1 1.2 1.3

地域区分 ２℃上昇
４℃上昇

令和６年度 社会資本整備に関する要望

▼ペンケオタソイ川（新得町）

■激甚化する風水害や切迫する大規模地震と対策

【治水対策】 【土石流対策】

19.9

3.0
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25 22.0

21.9

21.7

21.8
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22

▼日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震への対策
による効果

対策なし 対策あり 対策なし 対策あり

人的被害

日本海溝地震
（冬・深夜）

建物被害

日本海溝地震
（冬・夕方）

8割減

1,000棟減

万棟万人

【出典：日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定について (北海道 令和4年7月)】

【出典：国土交通省HPより】

約1.5倍に増加

▼北海道地方のアメダス1地点当たりの１時間降水量30mm以上
の年間発生回数

【出典：札幌管区気象台より提供】

▼本別浦幌線（浦幌町）
【耐震補強対策】

緊急輸送道路
第６浦幌橋

津波避難ビル・タワー等の整備の促進、建物の耐震化
の推進などにより、さらなる人的被害や建物被害の軽減
が可能。
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５か年加速化対策の効果事例と今後の整備の必要性

■「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に関する
北海道の主な中長期目標

引き続き、国民の生命・財産・暮らしを守るため、「５か年加速化対
策」の推進に取り組むとともに、中長期的かつ明確な見通しの下、改
正法に基づき、国土強靱化実施中期計画を定め、継続的・安定的な国
土強靱化の取組を推進。

0 20 40 60 80 100

河川

砂防

海岸

道路

R3までの整備率 5か年対策後の達成率 中長期の目標

▼R3

▼R3

▼R3

▼R3

56％ 71％

18％ 35％

33％ 64％

52％ 73％

（％）

▼R7目標

▼R7目標

▼R7目標

▼R7目標

洪水等に対する対策が必要な延長（1516.9km）

対策が必要な地域の社会・経済活動を支える砂防施設等の箇所数（87箇所）

津波や高潮災害等に対応していない区間の延長（40km）

緊急又は早期に対策を講ずべき橋梁数（991橋）

※R5.3時点

主要道道増毛稲田線

妹背牛橋

出典：国土地理院

滝川市

深川市

雨竜町

道路事業（妹背牛橋（主要道道 増毛稲田線））
＜事業概要＞

• 事業延長：L=598.7m

• 事業内容：橋梁架替

• 事業期間：平成26年度～令和9年度（予定）

• 全体事業費：約106億円

妹背牛町

深川市

対策前 対策前

河床低下による洗掘 床版抜け落ち

対策後

旧橋の横に新橋を架設。
新橋架設後旧橋を撤去。

橋梁定期点検において健全度
Ⅲ(早期に措置を講ずべき状態)と
判定されたことから、老朽化した橋
梁を架け替え、橋梁の機能回復を
速やかに図ることで、地域のネット
ワーク確保に寄与する。

▼R27目標

▼R27目標

▼R22目標

▼R35目標

未着手

未着手

未着手

未着手

■５か年加速化対策の効果

＜事業効果＞

５か年加速化対策後も
早期対策が必要

５か年加速化対策後の
推進・予算の確保



L.W.L -1.0

H.W.L +0.6

H.H.W.L +1.3

M.L.W.L -0.5

家

T.P. ±0.0

S35～41

H6～16

設計津波水位 +5.1 +5.5→+5.1

+4.7→+4.3

広域地盤沈下-0.4m
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河川事業（真沼津川水系真沼津川）

＜事業概要＞
・事業延長：L=3.3ｋｍ

・事業内容：掘削、護岸等
・事業期間：平成15年度～令和22年度（予定）
・全体事業費：約85億円 太

平
洋

新ひだか町
しんひだかちょう

新冠町
にいかっぷちょう

真沼津川

真沼津川 河川改修事業L=3.3km

効果検証位置
（SP400付近）

新ひだか町

凡 例
整備済み
未整備

＜事業効果＞

令和4年8月の豪雨（流量14m3/s）では、河川改修事業

により整備前と比べて約1.4ｍの水位を下げることがで

き、家屋浸水141戸等（想定被害）を未然に防いだ。

令和4年8月豪雨

による整備前の

想定浸水域

約1.4ｍの水位低下により
浸水被害を防止

▽7.01m

▽8.38m (推測値）
改修前の場合

河道掘削

整備前 整備後 整備前 整備後

令和4年8月の豪雨における事業効果

海岸事業（大津海岸）
＜事業概要＞

・事業延長：L=1,640m

・事業内容：護岸工

・事業期間：平成28年度～令和9年度（予定）

・全体事業費：約30.4億円

十勝川

大津漁港

大津海岸大津漁港海岸 河川堤防

津波指定避難場所

（大津小学校）

津波指定避難場所

（大津地域コミュニティーセンター）
津波緊急避難場所

（大津港町築山）
津波緊急避難場所

（トンケシ）

津波緊急避難場所

（国道336高台）

道道大津長節線

道道大津長節線

豊頃町役場

大津支所

豊頃消防署

大津分遣所

池田警察署大津

警察官駐在所

町道橋

設計津波水位（L1津波）よりも既設護岸が低いことか
ら、津波対策として護岸の嵩上を推進し、背後地の浸水
被害を防止し、地域住民の安全・安心を確保する。

豊頃町

＜事業効果＞
128
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浸水被害面積（ha）

東北地方太平洋沖地震(H23)

平成28年洪水被害

浸水家屋
無し

浸水区域
無し

6.2ha

0ha

141戸

0戸

氾濫による

浸水戸数の比較

氾濫による

浸水面積の比較
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しんひだかちょう

新冠町
にいかっぷちょう
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真沼津川 河川改修事業L=3.3km

効果検証位置
（SP400付近）

既設
新設


